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町内会補助金 引き上げ
１世帯200円増､活動後押し

横浜市

　横
浜
市
は
今
年
度
か
ら
自
治
会
町
内
会
の
活
動
に

対
す
る
「
地
域
活
動
推
進
費
補
助
金
」
の
上
限
を
こ

れ
ま
で
の
加
入
１
世
帯
当
た
り
７
０
０
円
か
ら
９
０

０
円
に
引
き
上
げ
た
。
２
０
０
６
年
に
助
成
金
制
度

が
導
入
さ
れ
て
か
ら
初
の
引
き
上
げ
で
、
物
価
高
や

活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
背
景
に
あ
る
。
市
は
引
き
上

げ
に
よ
り
、
担
い
手
不
足
や
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
た

町
内
会
活
動
の
後
押
し
に
つ
な
げ
た
い
意
向
だ
。

　補
助
金
制
度
は
、
１
９
６

２
年
に
始
ま
っ
た
「
地
域
振

興
協
力
費
」
が
起
源
。
２
０

０
６
年
に
町
内
会
が
行
う
防

災
・
防
犯
活
動
や
ま
つ
り
な

ど
の
公
益
的
な
活
動
に
対
す

る
「
地
域
活
動
推
進
費
補
助

金
」
と
町
内
会
所
有
の
防
犯

灯
の
維
持
・
管
理
の
た
め
の

補
助
金
に
分
離
さ
れ
た
。

　同
補
助
金
の
上
限
は
制
度

開
始
以
降
、
１
世
帯
当
た
り

７
０
０
円
で
据
え
置
か
れ
て

い
た
。
市
市
民
局
に
よ
る

と
、
23
年
度
は
約
２
６
０
０

団
体
か
ら
申
請
が
あ
り
、
約

８
億
３
千
万
円
が
交
付
さ
れ

た
。
今
年
度
、
初
め
て
上
限

が
引
き
上
げ
ら
れ
、
９
０
０

円
と
な
っ
た
。
同
局
は
「
物

価
の
推
移
な
ど
を
考
慮
し
て

２
０
０
円
増
と
し
た
」
と
理

由
を
説
明
す
る
。

加
入
率
低
下
続
く

　同
局
に
よ
る
と
、
24
年
４

月
時
点
で
市
内
に
は
約
２
８

０
０
の
自
治
会
町
内
会
が
あ

る
。
市
内
約
１
８
０
万
世
帯

の
う
ち
、
３
分
の
２
に
あ
た

る
１
２
０
万
世
帯
が
加
入
。

加
入
率
は
14
年
に
比
べ
て
約

10
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
お

り
、
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
状
況
だ
。

　町
内
会
活
動
は
防
災
・
防

犯
か
ら
子
育
て
支
援
、
高
齢

者
の
見
守
り
な
ど
、
住
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
伴
い
、

扱
う
範
囲
が
広
が
っ
て
い

る
。
活
動
の
担
い
手
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
加

・地域の防犯力向上緊急補助金（新設）
パトロールや防犯グッズの購入費などを補助。補助率
9/10、上限20万円。
・地域防犯カメラ設置補助金
防犯カメラの設置費用。補助率9/10、上限28万円
（24年度の21万円から引き上げ）

・地域活動推進費補助金
公益的な活動に関する経費を補助。上限額は加入
世帯数×900円。

■横浜市の主な
　    自治会町内会向け補助金

え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
停
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
組
織
自
体
が
弱
体
化

し
て
い
る
側
面
も
あ
る
。

　神
奈
川
区
連
合
町
内
会
自

治
会
連
絡
協
議
会
の
岐
部
文

明
会
長
は
「
高
齢
化
で
加
入

世
帯
が
減
る
中
、
上
限
引
き

上
げ
は
助
か
る
」
と
語
る
。

　同
局
は
「
事
務
作
業
な
ど

の
町
内
会
運
営
を
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
な
ど
の
方
法
も
あ

り
、
補
助
金
を
有
効
に
活
用

し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
市

は
今
年
度
か
ら
、
こ
れ
と
は

別
に
防
犯
活
動
に
関
す
る
補

助
金
を
新
設
し
た
り
、
上
限

を
引
き
上
げ
た
り
し
て
お

り
、
多
方
面
か
ら
町
内
会
を

支
え
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
情
報
発
信

神
奈
川
区･

西
神
奈
川
三
丁
目
通
り
町
内
会

　
町
内
会
の
情
報
発
信
手
段

と
し
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
用
す

る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。

神
奈
川
区
の
西
神
奈
川
三
丁

目
通
り
町
内
会
（
長
谷
川
賢

会
長
）
は
５
月
か
ら
、
町
内

会
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
を
本
格
始
動
し
た
。

賃
貸
で
転
入
出
多
く

　
町
内
会
の
平
原
亜
紀
子
さ

ん
に
よ
る
と
、
同
地
域
は
賃

貸
住
宅
が
多
く
、
住
民
の
転

入
出
が
目
立
つ
と
い
う
。
町

内
会
の
情
報
が
届
か
な
い
世

代
間
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

「
見
え
る
化
」
の
手
段
と
し

て
、
一
昨
年
か
ら
町
内
会
の

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン

ト
（@nishisandori_ch

onaikai

）
を
開
設
。
防
災

訓
練
の
様
子
を
ラ
イ
ブ
配
信

し
た
り
、
町
内
行
事
の
告
知

を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
加

え
て
、
新
た
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
た
。

　
長
谷
川
会
長
は
「
月
に
一

度
の
回
覧
板
は
ど
う
し
て
も

情
報
が
止
ま
っ
た
り
一
方
通

行
に
な
り
が
ち
だ
が
、
タ
イ

ム
リ
ー
に
情
報
を
送
れ
る
の

が
魅
力
。
加
え
て
、
町
内
会

員
と
の
相
互
の
つ
な
が
り
作

り
に
な
れ
ば
」
と
期
待
を
寄

せ
る
。
長
谷
川
会
長
と
平
原

さ
ん
の
２
人
で
運
用
し
、
友

だ
ち
登
録
し
た
会
員
と
１
対

１
で
の
ト
ー
ク
も
可
能
。
そ

の
上
で
「
従
来
の
紙
の
回
覧

板
は
引
き
続
き
残
し
つ
つ
、

町
内
の
方
々
に
情
報
が
行
き

渡
る
よ
う
な
仕
組
み
に
し
て

い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　
合
わ
せ
て
若
い
世
代
の
加

入
促
進
も
見
据
え
、
「
町
内

会
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
に
く

か
っ
た
り
、
入
り
方
が
わ
か

ら
い
な
い
人
に
も
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
通
じ
て
取
り
組
み
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
入
会

の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
」
と
話
し
た
。

町内会ＬＩＮＥ担当の平原さん

独
自
拠
点
で
在
宅
避
難
支
援

物
資
配
布
や
情
報
提
供

　鶴
見
区
の
東
寺
尾
北
部
町

内
会
が
６
月
１
日
、
災
害
時

の
対
策
と
し
て
独
自
の
「
在

宅
避
難
者
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
訓
練
を
初
め
て
実
施
し

た
。
防
災
拠
点
で
は
な
く
、

在
宅
避
難
を
選
択
し
た
住
民

の
被
害
状
況
な
ど
の
情
報
収

集
、
救
援
物
資
の
配
布
な
ど

が
目
的
。
同
町
内
会
の
松
本

真
治
会
長
は
「
地
域
で
準
備

を
進
め
な
が
ら
、
在
宅
避
難

の
た
め
の
備
蓄
の
大
切
さ
を

今
後
も
呼
び
か
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

５
カ
所
に
テ
ン
ト

　同
町
内
会
に
は
約
１
２
０

０
世
帯
が
暮
ら
す
。
独
自
に

準
備
を
進
め
る
「
在
宅
避
難

者
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

は
、
災
害
発
生
時
に
町
内
会

内
の
５
カ
所
に
簡
易
テ
ン
ト

や
テ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
、
在

宅
避
難
者
の
被
害
状
況
や

ニ
ー
ズ
の
確
認
、
救
援
物
資

の
配
布
の
ほ
か
、
停
電
時
の

携
帯
充
電
用
の
電
源
の
提
供

や
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
。

避
難
所
ま
で
距
離

　ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
を
進

め
る
背
景
に
は
、
同
町
内
会

の
地
域
防
災
拠
点
で
あ
る
東

台
小
学
校
の
収
容
人
数
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
や
学
校
ま

で
距
離
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

災
害
時
に
在
宅
避
難
を
選
択

せ
ざ
る
を
得
な
い
住
民
が
多

数
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

た
め
。
町
内
会
は
日
頃
か
ら

住
民
に
在
宅
避
難
に
備
え
た

飲
料
水
や
非
常
食
、
ト
イ
レ

パ
ッ
ク
な
ど
の
備
蓄
を
呼
び

か
け
て
い
る
が
、
不
足
も
予

想
し
、
５
カ
所
の
防
災
倉
庫

に
分
散
し
て
飲
料
水
な
ど
を

保
管
し
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
区
の
補
助
金
を

活
用
し
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
を
昨
年
４
月
か
ら
検

討
。
簡
易
テ
ン
ト
や
テ
ー
ブ

ル
、
の
ぼ
り
旗
を
購
入
し
、

今
年
５
月
に
も
ポ
ー
タ
ブ
ル

電
源
な
ど
を
追
加
し
て
防
災

倉
庫
に
配
備
し
た
。
ま
た
、

長
期
の
停
電
も
想
定
し
、
町

内
会
館
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
と

蓄
電
池
を
設
置
し
、
給
電
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

　初
の
訓
練
は
消
火
訓
練
と

一
緒
に
行
わ
れ
、
地
域
住
民

ら
32
人
が
参
加
。
町
内
会
役

員
が
テ
ン
ト
を
設
置
し
、
参

加
者
ら
に
同
所
の
役
割
や
備

蓄
の
大
切
さ
な
ど
を
説
明
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
防
災

備
蓄
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
」
「
こ
の
よ
う
な
活

動
が
あ
る
と
安
心
す
る
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　同
町
内
会
の
松
本
会
長
は

「
災
害
が
起
き
た
ら
『
と
り

あ
え
ず
防
災
拠
点
に
』
と
の

考
え
の
人
が
多
い
が
、
収
容

人
数
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で

在
宅
避
難
が
重
要
に
な
る
。

在
宅
避
難
で
も
隣
近
所
で
助

け
合
い
、
情
報
交
換
し
て
い

く
大
切
さ
を
み
ん
な
で
考
え

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な

る
テ
ン
ト
で
物
資
を
配
布

鶴見区･東寺尾
北 部 町 内 会

整
備
さ
れ
た
防
災
広
場

市
有
地
を
一
時
避
難
場
所
に

未
利
用
地
活
用
で
災
害
対
策

南区八幡町　南
区
八
幡
町
の
市
の
未
利

用
地
が
「
八
幡
町
防
災
広

場
」
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

横
浜
市
が
管
理
し
、
地
震
や

火
災
の
発
災
時
に
住
民
の
一

時
避
難
場
所
と
し
て
活
用
さ

れ
る
。
来
年
に
は
消
防
団
の

器
具
置
き
場
が
設
置
さ
れ
、

消
防
団
の
拠
点
に
も
な
る
。

木
造
住
宅
が
密
集

　八
幡
町
や
周
辺
は
狭
あ
い

道
路
や
老
朽
化
し
た
建
物
が

空
地
機
能
と
一
時
避
難
場
所

と
し
て
活
用
さ
れ
る
。
地
下

に
は
防
火
水
槽
も
あ
り
、
消

火
栓
が
使
え
な
い
際
の
備
え

と
な
る
。
八
幡
町
第
二
睦
会

の
伊
藤
静
枝
会
長
は
「
長
年

避
難
場
所
が
な
い
こ
と
が
不

安
だ
っ
た
の
で
、
整
備
さ
れ

て
嬉
し
い
」
と
話
す
。

　今
ま
で
町
内
に
器
具
を
置

く
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、
消
防

団
の
訓
練
も
隣
の
分
団
区
域

内
の
阪
東
橋
公
園
で
実
施
し

て
き
た
。
今
後
は
消
火
用

ホ
ー
ス
訓
練
な
ど
、
消
防
団

活
動
の
拠
点
が
で
き
る
。

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
も

　広
場
は
市
消
防
局
が
管
理

す
る
が
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
夏

祭
り
な
ど
地
域
活
動
に
も
活

用
さ
れ
る
。
治
安
悪
化
を
懸

念
し
、
市
は
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
ポ
ー
ト
を
設
置
し
て
人
目

に
つ
き
や
す
く
す
る
ほ
か
、

町
内
会
と
情
報
共
有
し
な
が

ら
管
理
す
る
。
伊
藤
会
長
は

「
安
全
な
広
場
の
使
い
方
を

住
民
に
周
知
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

多
く
、
防
災
面
の
課
題
が

あ
っ
た
。
特
に
八
幡
町
は
住

宅
が
密
集
し
、
地
震
火
災
で

延
焼
す
る
危
険
性
が
高
い
地

域
で
、
市
は
「
ま
ち
の
不
燃

化
事
業
」
の
重
点
対
策
地
域

に
指
定
し
て
い
る
。

　２
０
０
３
年
に
唐
沢
・
平

楽
・
八
幡
町
の
住
民
ら
は
防

災
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
組

織
。
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
整

備
な
ど
、
地
域
の
防
災
力
向

上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　建
物
が
密
集
し
て
い
る
八

幡
町
は
中
村
小
学
校
が
地
域

防
災
拠
点
だ
が
、
坂
道
が
多

く
道
幅
も
狭
い
た
め
、
一
時

的
な
避
難
場
所
の
確
保
が
課

題
だ
っ
た
。
同
協
議
会
と
市

が
23
年
か
ら
話
し
合
い
を
重

ね
、
市
未
利
用
地
を
整
備
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

地
下
に
防
火
水
槽

　防
災
広
場
は
延
焼
を
防
ぐ

住
民･

行
政
が
課
題
共
有

50
年
以
上
続
く｢

地
区
懇
談
会｣

　
南
区
で
40
年
以
上
続
く

「
地
区
懇
談
会
」
が
今
年
も

５
月
上
旬
か
ら
６
月
下
旬
に

か
け
て
、
全
16
地
区
連
合
町

内
会
で
行
わ
れ
た
。

　
地
区
懇
談
会
は
１
９
６
９

年
に
「
南
区
区
政
懇
談
会
」

と
し
て
開
始
。
南
区
連
合
町

内
会
長
連
絡
協
議
会
が
主
催

し
、
住
民
と
区
長
や
区
職
員

ら
が
地
域
課
題
を
共
有
し
、

意
見
交
換
す
る
場
と
し
て
16

地
区
連
合
町
内
会
の
エ
リ
ア

ご
と
に
開
催
し
て
い
る
。

　
防
災
や
防
犯
の
ほ
か
、
最

近
は
地
域
活
動
の
担
い
手
発

掘
・
育
成
を
テ
ー
マ
に
す
る

地
区
が
目
立
つ
。
テ
ー
マ
に

関
す
る
町
内
会
の
事
例
発
表

を
聞
き
、
そ
こ
か
ら
感
じ
た

こ
と
を
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
う
形
式
が
多
い
。

　
今
年
度
最
後
の
開
催
と

な
っ
た
６
月
27
日
の
お
三
の

宮
地
区
の
懇
談
会
に
は
住
民

の
ほ
か
、
区
役
所
、
地
域
ケ

ア
プ
ラ
ザ
な
ど
か
ら
約
50
人

が
参
加
。
町
内
会
活
動
を
活

発
化
さ
せ
る
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
を
テ
ー
マ
に
し

た
。
講
師
に
多
く
の
町
内
会

南区

で
デ
ジ
タ
ル
化
の
支
援
を
行

う
株
式
会
社
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ 

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
頼
栄
明
さ
ん
を

招
き
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使
用
し
て
い
る
実
例
を
聞

い
た
。
頼
さ
ん
は
「
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
に
よ
る
発
信
は
、

あ
く
ま
で
手
段
。
地
域
の
ど

ん
な
課
題
を
解
決
し
た
い
の

か
、
未
来
を
ど
う
描
く
か
を

考
え
る
こ
と
が
出
発
点
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
参
加
者

は
「
こ
の
話
を
町
内
会
で
伝

え
た
い
」
と
話
し
、
今
後
に

活
か
し
た
い
と
し
た
。

お三の宮地区の懇談会

学
校･

地
域
が
顔
合
わ
せ

20
年
以
上
続
く
独
自
企
画

　磯
子
区
の
洋
光
台
地
区
で

は
、
小
中
学
校
や
地
域
の
関

係
者
が
一
堂
に
会
す
る
独
自

企
画
「
六
校
顔
合
わ
せ
会
」

を
20
年
以
上
前
か
ら
行
っ
て

お
り
、
今
年
の
会
が
６
月
20

日
に
開
催
さ
れ
た
。

　地
区
内
の
４
小
学
校
・
２

中
学
校
と
地
域
の
連
携
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
洋
光

台
青
少
年
育
成
協
議
会
が
主

催
、
同
地
区
連
合
自
治
町
内

会
が
共
催
し
て
い
る
。

　会
に
は
各
校
の
校
長
や
教

諭
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
地
区
内

16
の
自
治
会
町
内
会
長
、
役

員
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加

し
、
交
流
を
深
め
た
。
洋
光

台
地
区
連
合
自
治
町
内
会
の

森
野
勇
会
長
は
「
学
校
と
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
洋

光
台
な
ら
で
は
の
企
画
。
集

ま
っ
た
大
人
が
正
し
い
こ
と

を
し
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
に
つ
な

が
る
と
思
う
」
と
話
し
た
。

あいさつする学校関係者

磯子区
洋光台

タウンニュース横浜デジタル版は、自治会町内会
や地域活動などに関する情報を月1回程度お届け
します。皆さまの活動に役立つような話題を提供し
ていきますので、今後もよろしくお願いします。

横浜デジタル版7

自治会町内会向けの防犯・防災グッズを製作
タウンニュース社では、自治会町内会向けにさまざまなグッズの製作を行っています。人気は「防災ボト
ル」。災害発災時に役立つホイッスルやＬＥＤライトなど６点がボトルにまとまっています。ほかにも、
玄関先に掲示して周辺の住民に無事を知らせる「安否確認タオル」やドアや窓に貼れる「防犯ステッ
カー」などを揃えています。いずれも、町内会名を入れられます。地域の担当者が迅速・丁寧に対応する
サービスの良さも好評です。問い合わせはタウンニュース社営業推進部☎045-913-4141。 Ｔシャツなども

防
災
ボ
ト
ル

安
否
確
認
タ
オ
ル

防犯ステッカー

タウン自治会

不審者
警戒中

見つけ次第、110番 通報します。


